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厚
生
労
働
省
は
四
月
二
八
日
、
昨
年
一
年

間
の
労
働
災
害
発
生
状
況
を
集
計
・
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
二
六
年
は
「
死

亡
災
害
」「
死
傷
災
害
」「
重
大
災
害
」
の
発
生

件
数
と
も
、
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

中
で
も
、一
度
に
三
人
以
上
が
被
災
す
る「
重

大
災
害
」
は
二
九
二
件
で
、
前
年
よ
り
四
八

件
（
一
九
・
七
％
）
の
大
幅
増
だ
っ
た
。
重

大
災
害
は
平
成
二
五
年
に
四
年
ぶ
り
に
前
年

を
下
回
っ
た
も
の
の
、
平
成
二
六
年
は
再
び

増
加
。
年
間
当
た
り
の
発
生
件
数
と
し
て
は

平
成
一
八
年
の
三
一
八
件
に
次
ぐ
高
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

建
設
業
や
製
造
業
で
増
加

　

重
大
災
害
は
、
と
く
に
「
建
設
業
」
で
前

年
比
三
九
・
八
％
増
の
一
三
〇
件
、「
製
造
業
」

で
同
七
三
・
五
％
増
の
五
九
件
と
大
き
く
増

加
し
た
。
事
故
の
型
別
に
み
る
と
、「
交
通
事

故
」
が
半
数
超
を
占
め
、前
年
比
一
九
・
五
％

増
の
一
四
七
件
だ
っ
た
。
次
い
で
多
か
っ
た

順
に
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
化
学
物
質
に
よ

る
火
傷
な
ど
「
中
毒
・
薬
傷
」
が
同
二
二
・

〇
％
増
の
五
〇
件
、「
火
災
・
高
熱
物
」
が
同

一
三
三
・
三
％
増
の
一
四
件
、「
爆
発
」
お
よ

び
「
倒
壊
」
が
同
三
七
・
五
％
増
の
各
一
一

件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

死
亡
災
害
者
数
は
二
・
六
％
増

　

一
方
、
平
成
二
六
年
の
「
労
働
災
害
に
よ

る
死
亡
者
」
数
は
一
〇
五
七
人
で
、
前
年
の

一
〇
三
〇
人
か
ら
二
七
人
（
二
・
六
％
）
の

増
加
と
な
っ
た
。
業
種
別
に
み
る
と
、
死
亡

者
数
が
多
か
っ
た
の
は
、「
建
設
業
」（
前
年
比

一
〇
・
二
％
増
の
三
七
七
人
）
や
「
製
造
業
」

（
同
一
〇
・
四
％
減
の
一
八
〇
人
）、「
陸
上

貨
物
運
送
事
業
」（
同
二
三
・
四
％
増
の
一
三

二
人
）
な
ど
で
、「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
」
と

「
建
設
業
」
の
増
加
が
目
立
つ
。
ま
た
、
事

故
の
型
別
に
み
る
と
、高
所
か
ら
の
「
墜
落
・

転
落
」
に
よ
る
災
害
が
同
一
・
一
％
減
の
二

六
三
人
、「
交
通
事
故（
道
路
）」が
同
〇
・
四
％

減
の
二
三
二
人
、
機
械
等
に
よ
る
「
は
さ
ま

れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
が
同
一
四
・
四
％
増
の

一
五
一
人
、「
激
突
さ
れ
」
が
同
二
七
・
六
％

増
の
九
七
人
な
ど
と
な
っ
た
。

死
傷
災
害
者
数
は
一
・
二
％
増

　
「
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
」
数
（
死
亡

あ
る
い
は
四
日
以
上
の
休
業
）
は
一
一
万
九

五
三
五
人
で
、
前
年
の
一
一
万
八
一
五
七
人

に
比
べ
て
一
三
七
八
人
（
一
・
二
％
）
増
加

し
た
。
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
は
、
長

期
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成

二
四
年
ま
で
三
年
連
続
で
増
加
し
て
い
た
。

平
成
二
五
年
は
四
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ

た
が
、
平
成
二
六
年
は
再
び
増
加
に
転
じ
た

格
好
に
な
っ
た
。

　

死
傷
者
数
が
多
い
業
種
は
、「
製
造
業
」（
前

年
比
一
・
四
％
増
の
二
万
七
四
五
二
人
、「
商

業
」（
同
四
・
〇
％
増
の
一
万
七
五
〇
五
人
）、

「
建
設
業
」（
同
〇
・
〇
三
％
減
の
一
万
七
一

八
四
人
）、「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
」（
同
〇
・

一
％
増
の
一
万
四
二
一
〇
人
）
な
ど
。
事
故

の
型
別
で
は
、
つ
ま
ず
き
な
ど
に
よ
る
「
転

倒
」
が
同
四
・
三
％
増
の
二
万
六
九
八
二
人
、

高
所
か
ら
の
「
墜
落
・
転
落
」
が
同
一
・
八
％

増
の
二
万
五
五
一
人
、
機
械
等
に
よ
る
「
は

さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
が
同
〇
・
二
％
減

の
一
万
五
二
三
八
人
、「
動
作
の
反
動
・
無
理

な
動
作
」
に
よ
る
災
害
が
同
二
・
〇
％
増
の

一
万
四
一
九
一
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
、同
省
で
は「
上

半
期
（
一
～
六
月
）
は
、
一
～
三
月
期
の
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要

の
影
響
も
あ
っ
て
プ
ラ
ス
成
長
と
な
る
な
ど

経
済
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
影

響
や
、
二
月
の
大
雪
の
影
響
等
に
よ
り
、
平

成
二
五
年
同
期
に
比
べ
て
、
死
亡
災
害
が
＋

八
五
人
（
一
八
・
六
％
）、
死
傷
災
害
が
＋

一
八
五
二
人
（
三
・
二
％
）
と
大
幅
に
増
加

し
た
」
な
ど
と
分
析
。
そ
の
う
え
で
、
下
半

期
（
七
～
一
二
月
）
に
つ
い
て
は
「
上
半
期

の
災
害
の
大
幅
な
増
加
を
受
け
、八
月
に『
労

働
災
害
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
緊
急

対
策
』
と
し
て
、
労
働
災
害
防
止
団
体
や
業

界
団
体
等
に
安
全
衛
生
活
動
の
総
点
検
や
各

事
業
場
の
自
主
点
検
を
要
請
す
る
な
ど
の
対

策
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
年
同
期
に

比
べ
て
死
亡
災
害
が
▲
五
八
人
（
▲
一
〇
・

一
％
）、
死
傷
災
害
が
▲
四
七
四
人
（
▲
〇
・

八
％
）
と
減
少
し
た
が
、
上
半
期
の
増
加
分

が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
通
年
で
は
増
加
し

た
」
と
み
て
い
る
。

転
倒
災
害
や
交
通
労
働
災
害
の�

減
少
対
策
に
注
力

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、同
省
で
は「
第

一
二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」（
平
成
二
五
～

二
九
年
度
）
の
目
標
で
あ
る
、「
死
亡
災
害
」

「
死
傷
災
害
」
の
一
五
％
以
上
の
減
少
に
向

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
事
故
の
型
別

で
死
傷
者
数
が
も
っ
と
も
多
い「
転
倒
災
害
」

の
減
少
を
図
る
た
め
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
転
倒
災

害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
」
と
し
て
今
年

一
月
か
ら
、
災
害
防
止
の
周
知
啓
発
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
六
月
の
重
点
取
組

期
間
に
は
事
業
場
に
対
し
、
安
全
委
員
会
等

で
の
転
倒
災
害
防
止
対
策
の
検
討
や
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
職
場
巡
視
・

点
検
等
の
指
導
も
行
う
。

　

さ
ら
に
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
を
は
じ
め
、

業
種
を
問
わ
ず
発
生
し
て
い
る
「
交
通
労
働

災
害
」
を
防
止
す
る
た
め
、「
平
成
二
七
年
度

春
の
交
通
安
全
週
間
（
五
月
一
一
～
二
〇

日
）」
や
「
全
国
安
全
週
間
の
準
備
月
間
（
六

月
）」
に
警
察
機
関
と
連
携
し
、「
交
通
労
働

災
害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
く
安
全
対
策
等
の
周
知
な
ど
を
行
う
構
え
。

ま
た
、「
全
国
安
全
週
間（
七
月
一
～
七
日
）」

に
は
、「
危
険
見
つ
け
て
み
ん
な
で
改
善　

意

識
高
め
て
安
全
職
場
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
か
ら

事
業
場
に
対
し
、
積
極
的
な
労
働
災
害
防
止

活
動
を
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
災
害
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重
大
災
害
は
前
年
比
一
九
・
七
％
の
大
幅
増
―
―
平
成
二
六
年
の
労
災
発
生
状
況




